
The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

第七九號

西
山
系

天

然
瓦

撕
よ

り

液
化
ぜ

し
成
分
中

高
度

揮

發
成
分
は

主

と

し
て

プ
ロ

パ

ン

、

ブ

タ

ン

な

る

畆
報

じ
ア

セ

チ

レ

ン

虱
斯
の

代
用
と

し

て

熔

鏤

及
天

斯
増
炭
用

等
と

し
て

利

用

し
得
べ

き

な

述

ぶ

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　．

　

　
ナ

フ

ナ

ン

酸
石
齢
醂

に

依
る

エ

マ

ル

ジ
目

ン

の

破
廊¶
　

　

山

　

岸
　

　

明

ニ

マ

ル

ジ

ョ

ン

の

破

壞
に

は

從
來

廢
曹
逵

溶
液
一
五

％
奄

使
用
ぜ

う

も

廢
曹
逹

溶
液
に

亠

ハ

六

度
ポ

ー

メ

の

硫

酸
を

加
へ

て

粗
石
油

酸
葎
分

離

し
之

よ

リ

ナ

フ

テ

ン

酸
石

鹸
か

得

之
な
0
．

六

％
使

用

ぜ

ば

廢
曹
逹

溶
液
】

五

％
に

相

當

し

芫

全
に
エ

マ

ル

ジ

目

ン

な

破

壞
し

得
且

巖

曹
逹
液
に

依
う

が
如

き

粘
度
及

び

引
火

點

の

低

下

な
伸
は

ず
と

て

そ

の

工

業
的

試
驗
に

就
昏
述

ぷ

　

　
タ

ー

ビ

ン

油
抗

乳

化
度
の

低
下

防
止
に

就
て

　

　

　
　
　

黒
　
澤

　
武

　
雄

タ

ー

ビ

ン

油
の

抗

乳

化
度
の

低
下
は

其
成
分
の

化
學
的

變
質
に

因
う

も

の

に

し
て

之

れ

が

防
止
に

は

不

安
定

成
分

又

ぱ

接
觸
作

用
な
行
ふ

が

如
き

成

分

な

除
去
す
ろ

葎

可

と

す

る

も

現
在
良

法
な

し

著
者
は

タ

ー

ビ

ン

油
に

有

機
性
添

加

劑
な

少

量
加
へ

試
驗

ぜ

し

に

揶
子

油
酸
加
里

は

良

好
な

る

結

果
准
興
へ

☆

り

之

れ
酸
化

物
の

生

成
か

妨
ぐ

る

が

故
な

り

と
述
ぷ

　

　
撫

順
産
頁
岩
油
の

高

匯
水

索
添
加

　

　
　

　

　

　
　

　
　
田

　
中

　
芳

　
雄

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

藤

澤

建

　
三

撫
順
産
頁
岩
油

は

不

飽

和

度

高
く
之
な

蒸
溜
ぜ

る

揚
合

殘

渣
多

し
、

著
者

等
は

其
の

利

用
の
一

考
案
と

し
て

此

の

不

飽

和
度
を

減

ず
る

爲
め

高
隨

に

て

水

素
添
加
を

試
れ

る

に

頗
ろ

好
結

果

を

得
れ
り

耐

壓
釜

容

量
三

〇

〇

竓

な

用

ひ

頁
岩
油
一
七

〇

竓

及
觸
媒
並

に

水

素
な
入

れ

砥
力
七
五

氣

臓
よ

り

始
め

二

九

Q
度

迄
加
熱

し
一
五

〇

氣
匯
に

達
ぜ

し

め

れ

り

鵤
媒
は
昌
ツ

ケ

ル

及

酸
化
昌
ツ

ケ

ル

に

し

て
一

％
、

五

％
な

加
ふ

．

添

加
最

噌

加
と

共
に

水
素

添
加

量

亦

場
加
ぜ

り

添
加

後
の

沺
は

固
形
パ

ラ

フ

ィ

ン

量
増
し

不

飽
和
度

減

じ

蒸

溜
殘
渣
叉

減
少
ぜ

り

　
骸

炭
及
木

炭
の

炭
業
に

就
て

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
大

　
島

　
義

　
清

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
醒

　
田

　
義

　
民

　

　
　

　

雜

　
　
　
　
録

X
線
分

析
に

依
り

各

種

骸

炭
及

木
炭
の

炭
素
な
檢
ぜ

り

試

料
は

人

造
黒
鉛

、

レ

ト

ル

ト
・

力

習

ボ

ン
、

骸

炭
、

瓦
斯
骸

炭
、

牛

成
骸

炭
、

木
炭

．

石

油
コ

ー

ク
．

活
性

炭
．

ピ

ッ

チ

の

遊
離

炭
素
な

り

其
結

果
畆

見
る

に

之

等
試
料
の

炭
素
は

何

れ
も

同
種
類
の

結
晶．
に

し

て

種
類
に

佐
り

結
晶
粒

の

大

小
の

差
あ

る

の

み
な

り

然
し

て

所

謂

非

晶

質
炭
素
と

云

ふ

は

炭
化
水

彙
の

軍

合
物

な

ら

ん
と

述
べ

．

結
晶
の

發
蓮
に

は

炭
化
温

度
、

時
間
及

原

物

質
の

影

響
す

る

畆

説
け
り

　

日

本
化

學
會
＝

業
化

學
倉
躑

合
特

別

講
渡
會

　
四

月

六

日

午

後
一
畦

牛
よ

り

學
士

倉

館
に

於

て

日

本

化
學
會
工

業
化

學
會

聯
合
特
別

購
演
倉覧
行

依

れ
二

〇

〇

餘
名

の

出

席
者

な
見

盛
曾
な

り

昏
燃

料
闘

係
の

講

演
は

次
の

二

つ

な

り

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
の

　

攻

盖

に

就

て

　

　

　

　

　

　

　

　

鮫

島

實

三

郎

　

木

炭
に

瓦

料
を

吸
は

す
る

場
合

は

木

炭
の

面
多
く
な

れ
ば

速
度
は

増
加

す

る

も

吸
は

る

 

量
は

増
さ

ず
故
に

此

の

現

象
は

單
な

る

吸
着
の

み
に

非

ず
吸
收

も

行

は

れ

お

る

筈

な

り

と

て

木
炭
に

瓦
斯
の

吸
は

る

」

は

收

着
に

し

て
、

炭
素

分
乎
の

間
へ

瓦

斯
分

子
の

入
れ
る

も

の

な
り

と

説

き
諸

種
の

木
炭
に

就
て
の

瓦
斯
收
着

量
な
舉

げ
就
中

斜
方

沸
石

は

收
着
能

最
高
に

し
て

利
用

の

途
め

ろ

ぺ

き
な

述
べ

れ

り

　

石

炭

と

化

學

　

　

　

　

　

　

大

島

義

清

石

炭
の

吾
人
生

活

に

利

用
さ

れ

し

歴
史

は

古
き
に

係
ら
ず
石

炭
の

化
學
は

頗
る

幼
機

な

り

石

炭
が

古
代

植
物

よ

り

生

成
ぜ

る

こ

と

疑
ふ

餘
地

な

き
も

或
學

者
は

繊

維

質
な
主

體

な

り

と

し

或
者

は

リ

グ
昌

ン

な

主

體

な

り

と

覿
く

石

炭
の

化
學

的
研

究

は

溶

薊
に

依
り

構
成
々

分
な

歎

種
に

分
別

し
て

行

ふ

は
冖
良

法
な
り

叉

乾
餾

試
驗
に

附
す
う

も

可

な
り

乾
餾
の

結

果
得
ら
る

」

骸

炭
は

其
主

成
分

は

炭
素
に

し
て

石

炭
成
分

の

復
雜
な

る

に

反

し

て

頗
る

單
純
な
り

之
れ
著
者

等
の

第
一
に

基
礎
的
研

究
な

開
始
ぜ

し

所
以

な

り

と

邇

ぺ

韓
じ
て

石

炭
加
工

の

方
面

に

就
て

石

炭

液
化
ー1
既
に

工

業
化

の

域
に

進
み
つ

 

あ

り

今
日

に

あ
り

て

は

如
何
な

ろ

炭

種
が

滴
κ
口

ぜ

る

や
、

製
造

装
置
の

材

料
及

水
素
の

問

題

が

重
要

な

り

と

説
き
石
炭
の

水
素

添

加
は

單
に

液
化
の

み
な
ら

ず

液
化
に

逵
ぜ

ざ

ろ

或

程

度
ま

で
之

な

行
ふ

こ

と

即
ち

用
国

鬥
齢

ロ一
7
同
畠
「

o
臓

 

ロ
国
自
o
ロ

に

依
り

弱
帖

結
炭
を

し

て

粘
結
性

か

増
加

し
得
ろ

は

注
目
す
ぺ

き

も
の

な
り

と

逋
べ

顎
聊

〔

文
責
在
編
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